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⑤　協議用ワークシート
[bookmark: _GoBack]ウ「交流及び共同学習」（小学校特別支援学級）
　　小学校の特別支援学級在籍の児童が交流学級でみんなと一緒に
ドッジボールをしたいと希望している。




背　景
実態把握
Ａさんの場合
（小２：知的障がい特別支援学級在籍）
・体力面では問題がないものの、ルールの理解が難しく時間がかかる。

Ｂさんの場合
（小２：自閉症・情緒障がい特別支援学級在籍）
・ルールの理解はできているが、状況判断力が弱かったり、負けると泣き叫んで粗暴になったりする。

Ｃさんの場合
（小２：病弱・身体虚弱特別支援学級在籍）
・心臓病により運動制限がある。簡単な体操はできるが、走る、跳ぶなどの激しい運動はできない。






・自閉症・情緒障がい特別支援学級の担任が、特別支援教育コーディネーターを担当している。基（２)
・必要な児童に個別の教育支援計画・個別の指導計画を作成している。基（３)　
・学校の備品として、ＡＥＤがある。基（５）
・特別支援学級に１台タブレット端末がある。基（５)　
・特別支援教育支援員がいる。基（６)
・特別支援学級がある。基（７)
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	みんなと一緒に楽しくドッジボールができたよ！
評価
見直し
・個別の教育支援計画・個別の指導計画に記入し、活用する。
・定期的な評価をする。
・見直しを随時行う。
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